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後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
常
陸
大
宮
市
総
合
計
画
審
議
会
（
渋

谷
敦
司
会
長
ほ
か
委
員　

人
）
に
諮
問
し

２５

ま
し
た
。

　

総
合
計
画
審
議
会
で
は
、
平
成　

年　
２３

１０

月　

日
に
三
次
市
長
が
諮
問
し
た
「
常
陸

２８
大
宮
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
案
」
に

つ
い
て
、
慎
重
に
調
査
・
審
議
を
重
ね
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成　

年
１
月　

日
に
次

２４

１６

の
よ
う
な
要
望
事
項
を
添
え
て
三
次
市
長

へ
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

�
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

�
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

�
情
報
の
提
供
と
市
民
の
参
画

�
施
策
の
点
検
評
価
と
推
進

�
社
会
変
化
等
へ
の
対
応

　

総
合
計
画
は
、
常
陸
大
宮
市
の
魅
力
・

活
力
を
創
造
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
時
代

に
対
応
す
る
自
治
体
と
し
て
自
立
性
を
高

め
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
福
祉
の
向

上
を
目
指
し
、
市
民
と
と
も
に
ま
ち
づ
く

り
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

今
回
策
定
し
た
の
は
後
期
の
基
本
計
画

で
、
基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の
部
門

別
の
主
要
な
施
策
を
体
系
的
に
定
め
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
計
画
期
間
は
、
平
成　

年
度
か

２４

ら
平
成　

年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し
ま
す
。

２８

常
陸
大
宮
市

常
陸
大
宮
市

　

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

常
陸
大
宮
市

　

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
人

口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
、
本
市
に
お
い
て

も
依
然
人
口
減
少
の
傾
向
が
続
い
て
い

て
、
特
に
山
間
部
な
ど
の
地
域
で
は
、
高

齢
化
と
と
も
に
集
落
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
が
困
難
に
な
る
な
ど
の
事
態
も
懸
念

さ
れ
る
な
ど
、
本
市
に
お
け
る
人
口
の
維

持
は
依
然
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
な
自
然
と
調
和

し
た
安
心
・
快
適
な
活
力
の
ま
ち
」
の
実

現
を
目
指
す
本
市
に
お
い
て
は
、
厳
し
い

状
況
な
が
ら
も
、
市
街
地
や
集
落
地
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
居
住
環
境
の
充
実

を
図
り
、
人
口
の
維
持
に
努
め
る
と
と
も

に
、
工
業
団
地
へ
の
さ
ら
な
る
企
業
誘
致

や
市
南
部
の
国
道
１
１
８
号
周
辺
な
ど
へ

の
商
業
施
設
の
立
地
な
ど
に
伴
う
就
業
者

な
ど
、
新
た
な
人
口
の
定
着
を
促
し
て
い

く
こ
と
と
し
、
平
成　

年
に
お
け
る
目
標

２８

人
口
を
約
４
万
４
千
人
と
し
ま
す
。

▲左から三次市長、渋谷会長、河野副会長

基本構想
基　本　構　想

平成19年度～平成28年度
（10年間）

前期基本計画
平成19年度～平成23年度

（５年間）

後期基本計画
平成24年度～平成28年度

（５年間）
基本計画

実施計画

３年間

３年間

３年間

　

常
陸
大
宮
市
で
は
、
平
成　

年
度
に
平
成　

年
度
を
目
標
年
度
と
し
た
「
常
陸
大
宮
市
総
合
計
画
基
本
構
想
」
及
び
平
成　

年
度

１８

２８

２３

ま
で
を
計
画
期
間
と
し
た
「
前
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
基
本
構
想
に
定
め
た
市
の
将
来
像
「
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
心
・

快
適
な
活
力
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
様
々
な
行
政
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
前
期
基
本
計
画
が
平
成　

年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
た
め
、
平
成　

年
度
を
初
年
度
と
す
る
後
期
基
本
計
画
を
策
定
。
３

２３

２４

月
、
市
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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総
合
計
画
の
意
義
と
役
割
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総
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万
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後
期
基
本
計
画
で
は
、
社
会
情
勢
の
変

化
や
震
災
の
経
験
な
ど
を
踏
ま
え
、
次
の

５
つ
の
視
点
を
も
っ
て
、
誰
も
が
安
全
・

安
心
・
快
適
に
、
そ
し
て
元
気
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

災
害
に
強
い
、
災
害
に
対
応
で
き
る
安
全

な
ま
ち
づ
く
り

　

救
急
救
助
体
制
や
機
材
の
充
実
、
災
害

時
の
迅
速
な
体
制
づ
く
り
な
ど
、
市
の
防

災
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

の
地
形
な
ど
の
特
性
、
災
害
の
歴
史
な
ど

を
み
ん
な
で
学
び
、
知
り
、
実
践
的
な
防

災
・
安
全
対
策
に
生
か
す
、
さ
ら
に
自
主

防
災
組
織
の
強
化
を
図
る
な
ど
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
災
害
に
強
い
、

災
害
に
対
応
で
き
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

生
涯
、
健
康
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
の
も
と
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
育
て
世
代
な
ど

誰
も
が
適
切
な
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
生
涯
健
や
か
に
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

自
然
を
愛
し
、
環
境
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

　

豊
か
な
森
と
清
流
、
田
園
環
境
な
ど
、

自
然
と
の
共
生
を
基
本
と
し
た
土
地
利
用

や
環
境
・
景
観
の
保
全
対
策
に
市
民
・
企

業
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

本
市
の
誇
り
と
魅
力
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

環
境
負
荷
の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り

　

地
球
温
暖
化
対
策
、
低
炭
素
都
市
づ
く

り
な
ど
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
ま
ち
づ
く

り
に
市
民
・
企
業
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
先
進
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
林
業
、
商
工
業
、
観
光
の
連
携
に
よ
る

産
業
の
活
力
づ
く
り

　

農
林
業
、
商
工
業
、
観
光
と
の
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
自
然
や
歴
史
・

文
化
資
源
、
交
流
施
設
な
ど
魅
力
あ
る
資

源
の
活
用
・
連
携
に
よ
り
新
た
な
し
ご
と

や
魅
力
あ
る
環
境
を
創
出
し
発
信
す
る
な

ど
、
市
の
知
名
度
を
高
め
、
市
の
元
気
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

元
気
を
支
え
る
都
市
基
盤
づ
く
り

　

市
の
元
気
づ
く
り
を
支
え
る
基
盤
と
し

て
、
地
域
特
性
や
目
的
に
応
じ
た
効
果
的

な
基
盤
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な

企
業
誘
致
や
従
業
者
な
ど
の
定
住
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
く
ま
ち
づ
く
り

　

子
育
て
に
関
す
る
き
め
細
か
な
支
援
・

相
談
な
ど
、
若
い
世
代
が
、
子
育
て
に
夢

を
持
ち
、
か
つ
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
育
つ

ま
ち
・
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
元
気
な
地

域
づ
く
り

　

若
年
層
の
人
口
定
着
を
促
す
就
労
の
場

づ
く
り
、
高
齢
者
の
能
力
の
活
用
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
地
域
間
交
流
の
推
進
な

ど
過
疎
対
策
を
進
め
、
み
ん
な
が
元
気
で

い
き
い
き
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

郷
土
を
愛
し
、
市
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

　
「
郷
育
立
市
」
づ
く
り
の
推
進
を
は
じ

め
、
地
域
の
誇
り
や
郷
土
愛
を
育
み
な
が

ら
、
本
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。

夢
の
あ
る
人
、
や
る
気
の
あ
る
人
を
支
援

し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り

　

人
材
育
成
の
観
点
か
ら
夢
の
あ
る
人
、

や
る
気
の
あ
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
自
発

的
な
学
習
や
新
た
な
市
民
活
動
、
文
化
活

動
、
し
ご
と
づ
く
り
な
ど
、
市
民
主
体
の

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
協
働
を

基
本
と
す
る
地
域
づ
く
り

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化

を
基
本
に
、
共
に
支
え
合
う
環
境
を
つ
く

り
、歴
史
・
文
化
の
発
見
、地
域
イ
ベ
ン
ト
・

お
祭
り
の
再
生
な
ど
に
協
働
し
て
取
り
組

む
な
ど
、
地
域
の
一
体
感
と
元
気
を
育
ん

で
い
き
ま
す
。

協
働
を
実
践
す
る
行
政
と
市
民
の
新
た
な

関
係
づ
く
り

　

市
民
と
の
役
割
分
担
や
実
践
的
な
推
進

体
制
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
４
月　

日
配
付
の
後
期
基

２５

本
計
画
〔
概
要
版
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
■

企
画
政
策
課
企
画
政
策
グ
ル
ー
プ　
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後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期
基基基基基基基基基基
本本本本本本本本本本
計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画
のののののののののの
視視視視視視視視視視
点点点点点点点点点点

　

後
期
基
本
計
画
の
視
点

１

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

２

環
境
問
題
へ
の
積
極
的
な

取
り
組
み

３

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み

４

夢
を
持
ち
、
未
来
を
担
う

人
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

５
ふ
れ
あ
い
・
支
え
合
い
で
築
く

一
体
感
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み


